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第３学年学級活動（１）指導案 
                          日 時：令和〇年〇月〇日（〇）〇校時 

                          学 級：第３学年〇組〇名 

場 所：３年〇組教室 

授業者：〇〇 〇〇 

１ 議題 

  全員が進路決定への不安を乗り越えるためにできることを考えよう。 

  内容（１）ア学級や学校における生活上の諸問題の解決 

 

２ 議題について 

（１） 生徒の実態 

 本学級は、落ち着きのある生徒が多く、おだやかな雰囲気で日々の生活を送っている。１学期当初よ

り、１問１答形式の質問に対して多くの生徒が挙手するなど、学習にも意欲的に取り組もうとする生徒

が多かった。しかし、発展的な内容や自分の考えに自信がもてないような課題について話し合う場面で

は、自分の意見を堂々と発表することが苦手な生徒もいた。そのため活発な話合い活動を経て考えを深

めるところまでには至っていない状態であった。１学期から学級会を含め、話合い活動に取り組む中で、

誰とでも気軽に交流しながら諸活動に取り組むことが出来つつある。また、グループ活動や話合い活動

では、じっくりと相手の話を聞き、自分の考えを伝えられる生徒が多くなり、温かい雰囲気で話合いが

出来つつある。 

 学級活動では、４月、５月に「学級目標と学級の方針を決めよう」、７月に「話合い活動をより活発に

する方法を考えよう」、１０月に「合唱コンクールの取組方法を考えよう」を議題として、話合い活動を

行ってきた。これまでに行ってきた学級活動では、生徒たちは事前に考えておいた意見を自分の言葉で

発表できた。また、回数を重ねるごとに挙手をして発表できる生徒も増えてきている。7月の学級会の

議題に上がったように、自分たちの話合い活動の取り組みを改善していかなければならないという自覚

があり、積極的に参加したいと考えている生徒が増えている。 

 司会をしている生徒は、４月当初は話合いの見通しをもつことが難しく、進行が滞ってしまう場面が

多く見られた。回数を重ねる中で、見通しをもつための事前準備に何をすればよいか少しずつ考えるこ

とができるようになってきている。しかし、予想とは違う意見が出た場合では、まだ合意形成に向けて

の話合いが滞ってしまう場面が見られる。 

 

（２） 議題選定の理由 

生徒によって、進路選択も様々なものである。学校で、それぞれが感じている不安を共有し、学級全

員でだからこそ取り組めることがあると感じさせ、進路決定に向けての学級生活を充実させたいと考え

ている。また、あまり授業に入れていない生徒でも、自分事としてとらえ、一緒に話合い活動に臨める

ようにしたい。進路決定に向けての思いを共有し、学級全員で希望進路の実現を目指してがんばれる雰

囲気をつくりたい。 

 

（３） 生徒が「読み解く力」を、高め、発揮している姿とそのための手立て 

【「読み解く力」の二つの側面】 

Ａ…主に文章や図、グラフから読み解き理解する力 

Ｂ…主に他者とのやりとりから読み解き理解する力 

【「読み解く力」の三つのプロセス】 

①…発見･蓄積：必要な情報を確かに取り出す 

②…分析･整理：情報を比較し、関連付けて整理する 

③…再構築：自分なりに解決し、知識を再構築する 

・主体的に考えて議論ができるように、生徒自身にとって切実な議題を設定できるように意見を募る。 

・自分の考えをもち、他者の意見と比べ、根拠をもって説明できるよう、事前に考える機会を設ける。 

・他者の意見と自分の意見を比べて発言する手法を例示する。 

・合意形成をする際に、少数意見も尊重されるように指導する。 

・話合いの中で、意見をもつ、意見を深める、自信をもつために、座席の近くの生徒と話合う時間を確

保する。 

・班長、司会、記録の生徒を対象に事前に話合いのシミュレーションを行い、事後に実際の学級会との

違いについて考える。 

・学級会終了後、合意形成してみんなで取り組んだことについて振り返り、再検討する時間を確保する。 
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３ 指導のねらい 

○学級をより良くするための取組をみんなで話し合って合意形成し、実践することで学級への所属感や 

連帯感を深め、仲間力の向上を図る。 

○全員で決めたことに対して積極的に取り組もうとする態度を育む。 

 

４ 評価規準 

よりよい生活や人間関係を築く

ための知識・技能 

集団の一員としての話合い活動

や実践活動を通した思考・判

断・表現 

主体的に生活や人間関係をより

よくしようとする態度 

全員が進路決定への不安を乗り

越えるために話し合って解決す

ることや他者と協働して取り組

むことの大切さを理解してい

る。  

合意形成の手順や活動の方法を

身に付けている。 

学級や学校の生活をよりよくす

るための課題を見いだしてい

る。  

課題解決に向け、話し合い、多様

な意見を生かして合意形成を図

り、協働して実践している。 

学級や学校における人間関係を

形成し、見通しをもったり振り

返ったりしながら、他者と協働

して日常生活の向上を図ろうと

している。 

 

５ 指導と評価の計画 

※実線は、「読み解く力」のＡの側面、波線は、Ｂの側面に関わる留意点や評価規準 

期日 主な学習活動 
指導上の留意点 ・ ICTの

活用 

評価規準・評価方法 

１０月２８日

(木) 

朝の会 

～ 

１０月２９日

(金) 

朝の会 

「学級をよりよくするため

に改善したいことを考えよ

う」 

 

学級振り返りプリントを 

用いて、自分の学級のよい

ところと課題を振り返り、

学級で話し合ってよくした

いところ・変えたいところ

を考える。 

学級をよりよくするため

には、学級生徒全員の協力

が必要であること、取り組

む内容を決定するために全

員が協力して話し合うこと

が必要であると伝え、自分

の学級での生活を振り返っ

て話し合いたい内容を記入

するように指示する。 

意見を集約するために

ICTを使用する。 

 

【主体的態度】 

・学級について振り返り、学

級が抱えている課題を解決

することに関心をもつ。 

＜振り返りカード＞ 

１０月２９日

(金) 

放課後 

「学級会の議題を考えよ

う」 

 

学級振り返りプリント

をもとにして、代議員と班

長とともに今回の学級会

で話し合うべき議題を決

定する。また、この議題を

話し合うべきとする理由

を考え、学級全体に配付す

る学級会カードを作成す

る。 

学級の生徒の思いを共

有し、その中でも特にでき

るだけ早く解決すべきこ

と、学級全体が関わってい

ることを議題とすべきで

あるということを確認し、

議題としてふさわしいも

のを選ぶことができるよ

うにする。「なぜその議題

にすべきか」ということを

考えることが、その後の話

合いには重要であるとい

うことを伝え、積極的に考

えることができるように

する。 

 

【主体的態度】 

・学級生活の充実と向上に

関わる問題に関心をもち、

主体的に考えることがで

きる。 

＜観察＞ 
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１１月１日

(月) 

「進路決定への不安を個

人で考えよう」 

 

議題を知り、議題につい

て、どのようにすれば解決

に近づけるか考えるため

に、自分たちの抱える不安

を把握する。 

全員が進路決定への不

安を乗り越えるためにで

きることを考えることは、

全員にとってメリットが

あることを確認し、意欲的

に考えさせるようにする。 

 

１１月５日

(金) 

「進路決定への不安を共

有し、全員が進路決定への

不安を乗り越えるために

できることを学級会カー

ドに記入しよう」 

 

学級会カードを用いて、

議題に対して、自分はどの

ような意見をもつのかを

考える。 

自分のこととして考え、

できるだけ抽象的になら

ずに、具体的な方法を考え

るようにする。また、理由

も記入するように指導す

る。 

【主体的態度】 

・学級の具体的な問題を自

分事として考え、自分の意

見をもつことができる。 

＜学級会カード＞ 

１１月８日

(月) 

放課後 

「学級会をイメージしよ

う」司会と記録の担当者と

班長でクラス全員の考え

た内容を確認し、学級会の

流れのシミュレーション

を行う。 

 

事前に学級全員の学級

会カードから話合い活動

で出てきそうな意見、ポイ

ントになりそうな意見を

ワークシートに書き、話合

いの流れを予想する。 

学級活動をどのように

進めればよいか助言する。

また、生徒の思いを聞きな

がら活動の見通しがもて

るようにする。 

学級会カードから、話合

いがどのように進むのか

代表者が互いに考えたシ

ミュレーションを交流し、

より具体的にイメージで

きるようにする。 

【主体的態度】 

・学級活動の充実に向け

て、リーダーとして自己の

役割に責任感をもってい

る。＜観察＞ 

 

【知識・技能】 

・学級会カードから、学級

としての意見をまとめる

話合い活動の進め方を身

に付けている。＜観察＞ 

＜ワークシート＞ 

１１月９日 

（火） 

本時 

「進路決定への不安を共

有し、全員が進路決定への

不安を乗り越えるために

できることを考えよう」 

 

議題について意見を出

し合い、出た意見を比べ合

い、学級の意見をまとめ

る。 

根拠をもって発表する

ように助言する。できる限

り積極的に挙手をして発

表するように助言する。発

表が少なければ、代議員が

指名するように事前に助

言しておく。 

「出し合う⇒比べる⇒

まとめる」の流れを大切に

して、話合いを進めるよう

助言する。多数決だけに頼

らず話し合って得た結果

を、代議員を中心にまとめ

ていく。 

決めたことは全員で意

識して今後の学校生活に

生かしていくことを確認

する。 

 

【思考・判断・表現】 

・根拠を明確にして自分の

意見を述べたり、友達の意

見を公平に判断しながら

聞いたりして、よりよい学

級になるよう話し合おう

としている。＜観察＞ 

 

【知識・技能】 

・学級を振り返り、よりよ

い姿を目指すことの意義、

学級としての意見をまと

める話合い活動の進め方

を身に付けている。 

＜観察＞ 
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６ 本時の目標（本時：１／１時間目） 

・互いの意見を生かして話合い活動を進めることができる。 

・クラスの課題や改善策を自分のこととして考えることができる。 

・異なる意見から学級としての意見をまとめる合意形成に向け取り組むことができる。 

 

７ 本時の展開 ※実線は、「読み解く力」のＡの側面、波線は、Ｂの側面に関わる留意点や評価規準 
 

 主な学習活動等 指導上の留意点(・)   ICTの活用(☆)  評価規準(□) 

 ０．コの字型の座席配置を示し、並び替え

る。 

 

１．代議員より説明 

議題、提案理由、決まっていること、

本日の流れなどを確認する。 

 

２．担任教員からの話 

本日の話合い活動で大切にしてほ

しいことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

３．話合い活動①出し合う 

学級の課題を改善するためにどん

な取り組みが出来そうか、学級会カー

ドで事前に考えてきたことなどを出

し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・根拠をもって発表するように助言する。一人ひとり

の意見が進路決定への不安を乗り越えるために必

要なものであり、全員の意見を大切にしながら考え

ていけるように助言する。 

・「出し合う⇒比べる⇒まとめる」の流れを大切にし

て、話合いを進めるよう助言する。 

・多数決だけに頼らず話し合って得た結果を、代議員

を中心にまとめていく。決めたことは全員で意識し

て今後の学校生活に生かしていくことを確認する。 

 

話合い活動①出し合う 

□学級振り返りカードを記入し、学級での話し合って

よくしたいところ、みんなで取り組むことを見いだ

している。 

□議題に対する自分の考えをもっている。 

□他者の意見を頷きながら聞いている。 

□他者の意見に対して質問ができる。 

□他者の意見に賛成・反対をし、理由が説明できる。 

 

１１月１０日

(水) 

～ 

話合い活動における決

定事項に基づいて活動す

る。 

班長、司会、記録の担当

者は、事前に考えたシミュ

レーションと実際の話合

い活動との違いを振り返

る。 

話合い活動での決定事

項を実践しているかどう

か見届け、必要に応じて助

言する。 

よりよい実践について、

具体例を示して認める。 

次回以降の話合い活動

のときに、よりよい見通し

がもてるようにする。 

【思考・判断・表現】 

・学級の一員として自己の

役割に責任をもち、互いに

信頼し合って実践してい

る。＜観察＞ 

＜ライフノートの記述＞ 

 

【知識・技能】 

・学級会を振り返り、意見

をまとめる話合い活動の

進め方を身に付けている。

＜ワークシート＞ 

１２月 

実践を振り返り、互いの

よさを評価するなどしな

がら、今後の学校生活の在

り方について考える。 

よりよい実践について、

具体例を示して認める。 

【主体的態度】 

・よりよい学級づくりに関

心をもち、自主的・自律的

に集団活動に取り組もう

としている。＜観察＞ 
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４．話合い活動②比べ合う 

出た意見から「この意見がいい」「こ

の意見とこの意見はこういう点で似

ている」「この意見とこの意見をまと

めると」「実際にできるのか」という形

で比べた意見を発表していく。意見が

出ない場合は話合いの時間（TM タイ

ム）をとり、再度発表を促す。具体的

な方法、期間などについても考える。 

 

５．話合い活動③まとめる 

出た意見から司会を中心にまとめ

ていく。できるだけ多数決の形になら

ず、状況に応じてまとめ方を工夫しな

がらまとめていくようにする。 

 

 

６．担任教員からの話 

今回の「めあて」に対してのこと等、

話合い全体の講評をし、今後決めたこ

とを全員で取り組むことを確認する。 

 

話合い活動②比べ合う 

□周りの人の意見を聞いて自分の考えを整理する。

様々な意見を比べ、意見をくっつけたり、質問した

り、意見に対して賛成・反対を述べたりしている。 

□周りの人の意見と自分の意見の違いに気づいたり、

質問したりして、他者の考えを受け入れることがで

きる。 

 

 

 

話合い活動③まとめる 

□様々な意見から、折り合いをつけようとしている。 

□様々な意見から、合意形成に向けて意見をまとめて

いこうとしている。 

□合意形成して、具体的な行動目標を決めようとして

いる。 

 

・活動の中でポイントとなった発言や、伝え方を評価

し、次回以降の話合いに生かせるようにする。 

 

実践校の話合い活動で大切にしているもの 

全ての生徒が学級会に参加しているという意識がもてるように、発言の機会として出し合うの時間を

大切にしている。話合い活動②以降が高度な内容の話合いになったときに、意見を言える生徒に偏りが

あることを考慮し、時間内に出し合う活動を設定している。また、学級会に参加できた、意見を言えた、

拍手をもらえたという経験から、授業に入りにくい生徒の自己肯定感の育成にもつなげたい。 

各発表に対して拍手するという流れを体得しているため、他教科の授業でも意見発表に対して自然と

拍手が起こり、意見を言いやすい雰囲気が出来上がりつつある。発言の内容によって拍手が大きくなる

場面も出てきている。それらが３年間の積み重ねとなるように設定をしている。 


